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関数空間 X における発展方程式 du/dt = F (u(t))の解が任意の初期
値 u0 ∈ X に対し時間大域的かつ一意的に存在するとき，初期値 u0に，
それを出発した解の時刻 t ≥ 0における値 u(t)を対応させる semiflow

S(t) : u0 7→ S(t)u0が定義される。このとき，(X, (S(t))t≥0)を連続力学
系と捉えることができる。力学系の特徴を調べることにより，時刻無限
大における解の振る舞いについて様々な情報を得ることができる。本講
演では，任意の解軌道が有限時刻でXのあるコンパクト集合に吸収され
てしまうような dissipative な力学系に広く見られる大域的アトラクター
(global attractor) および指数アトラクター (exponential attractor) の理
論の最近の進展について紹介する。
大域的アトラクターについてはこれまでに非常に多くの研究がある ([9])

が，最近，S(t)が連続性を持たず，閉作用素 (closed operator) であって
も大域的アトラクターの存在が示せることが指摘された ([7])。
指数アトラクターの理論は，1990年代初頭に FoiasやTemamら [1]に
よって提唱されて以来，ちょうど 20年が経過するが，その間に飛躍的な
進展を遂げた。当初はX が Hilbert空間の場合においてのみ指数アトラ
クターの存在に関する十分条件が知られていたが，2000年に Efendiev，
Miranville，Zelik [2]によってXがBanach空間である場合に適用できる
非常に有用な十分条件が示された。
ただし，これまで指数アトラクターが存在することが示されているの
は半線型の発展方程式がほとんどであり，準線型方程式など，より非線
形性が強い方程式についてはあまり研究がなされていないのが現状であ
る。そのように数少ない例の中で，porous media 方程式 [4]や主要項に
p-Laplacianを持つ放物型方程式 [3]など，退化型準線型方程式において
は，指数アトラクターが存在する場合と，フラクタル次元が無限大であ
るような大域的アトラクターが存在する場合があるという非常に興味深
い結果がある。また，ℓ-trajectory法と呼ばれる手法 [8]を二重非線形方
程式に応用した例 [5]もある。
このように指数アトラクターに関する研究はすでに膨大な量であり，理
論全般に渡る概観を与えることは到底講演者の能くするところではない。
そのため，抽象的な力学系の理論の基本的な定義や定理に関する簡単な解
説と，いくつかの具体的例における定理の適用の仕方などを周辺の話題
を交えながら紹介する程度のことしかできないが，この分野に興味を抱
いている方々に理論の概要をいくらかでもお伝えできればと考えている。
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